
 
 

平成２６年４月１５日 
 

株式会社 中国銀行 
 中銀リース 株式会社 
 

「ちゅうぎんアグリサポートファンド」第１号投資案件について 

 
当行ならびに中銀リース（岡山市北区丸の内一丁目１４番１７号 取締役社長 大川 哲也）で
は、平成２５年１０月に、株式会社 農林漁業成長産業化支援機構（東京都千代田区大手町１－５
－１大手町ファーストスクエアＷＥＳＴ ２０Ｆ 代表取締役  大多和 巖、以下「機構」）と共同
で、６次産業化に取組む農林漁業者および商工業者を支援する地域ファンド「ちゅうぎんアグリ

サポートファンド」を設立いたしました。 
このたび、当ファンドの第１号投資案件として、株式会社 ベジタコーポレーションへの投資
を決定しました。本件は、機構が手掛ける全国の同種ファンドにおいて中四国地方第１号案件な

らびに全国初の広域連携案件になります。 
当行では、地域金融機関として当ファンドを通じて地域経済の活性化に貢献するとともに、引

続き農林漁業支援に向け、積極的に取組んでまいります。 
 
投資案件の概要 

投 資 先 名 株式会社 ベジタコーポレーション 
所 在 地 広島県福山市駅家町法成寺１６１３－５５ 
代 表 取 締 役 佐藤 光信（さとう みつのぶ） 
投 資 額 １００百万円 
資 金 使 途 カット野菜工場建設資金 
資 本 金 ２００百万円（投資後） 

株 主 
 

お よ び 
 

出 資 額 

古河農業生産 株式会社（茨城県） 

株式会社 大地（宮崎県） 

井上 武久（長崎県） 

備後漬物 有限会社（広島県）           

福岡大同青果 株式会社（福岡県） 

株式会社 ベジテック（東京都） 

丸進青果 株式会社（福岡県） 

備後漬物 協同組合（広島県）      
ちゅうぎんアグリサポートファンド（本件） 

５０百万円 
０．５百万円 
０．５百万円 
３３百万円 
５百万円 
５百万円 
５百万円 
１百万円 

１００百万円 
事 業 内 容 カット野菜の製造・販売  

事 業 
コ ン セ プ ト 

「高品質な業務用カット野菜を一元管理で、西日本一帯へ供給」 
外食・中食チェーン店・量販店をはじめとした日本の食を支える大

手企業の高度なニーズ・品質基準（３６５日体制で、加工から流通

まで４℃以下での管理）を満たす能力を備えた設備を導入。関西、

九州、四国へのアクセスが良い地の利を活かし、西日本一帯にカッ

ト野菜の安定供給をはかります。 
以上 

 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

合弁事業体

㈱ﾍﾞｼﾞﾀｺｰ㈱ﾍﾞｼﾞﾀｺｰﾎﾟﾎﾟﾚｰｼｮﾝﾚｰｼｮﾝ

カット野菜事業
（総事業費14億円）

・カット野菜加工
・パッキング
・販路開拓

1次産業者

販売

仕入

販売

各地の農業者

ちゅうぎんアグリサポートファンド

出資(1億円)
経営支援

古河農業生産㈱ （茨城県）

井上武久 （長崎県）

㈱大地 （宮崎県）

古河農業生産㈱ （茨城県）

井上武久 （長崎県）

㈱大地 （宮崎県）

福岡大同青果㈱

丸進青果㈱

野菜の調達 カット野菜の加工 カット野菜の販売

備後漬物㈲
（広島県）

福岡大同青果㈱
（福岡県）

丸進青果㈱
（福岡県）

㈱ベジテック
（東京都）

３次産業者

仕入
３次産業者

ファストフードファストフード

ファミリーファミリー
レストランレストラン

コンビニコンビニ

弁当屋弁当屋

スーパースーパー
などなど

西日本一帯へ西日本一帯へ西日本一帯へ西日本一帯へ

２次産業者

備後漬物協同組合

技術指導

※各地の優良農業者

※青果市場、青果仲卸のネットワークを
活用し、産地リレーで安定調達をはかる

仕入

キャベツ、レタス

※株主である３次産業者の
ネットワークを活用し、
販売先を拡大する

※漬物用カット野菜のノウハウを提供する

※加工から流通まで ４℃以下
での管理を徹底し、高品質（安心・安全）
なカット野菜を安定供給する

※ 内の各事業社は
ベジタコーポレーションの株主
※ 内の各事業社は
ベジタコーポレーションの株主

（6次産業化事業体）


